
午後の部（講演・シンポジウム・活動報告）14：00～17：00

（弁護士／311子ども甲状腺がん裁判弁護団長）

講  演

福島原発事故と
甲状腺がん裁判
井戸 謙一

井戸謙一弁護士（311子ども甲状腺がん裁判弁護団長）
アイリーン・美奈子・スミスさん（グリーン・アクション代表）
311子ども甲状腺がん裁判の原告
コーディネーター：白石草（OurPlanet-TV）

福島原発事故をめぐり
何が起きているのか？
～被害者を沈黙させる構造と抵抗～

エナガの会

午前の部（映画上映）11：00～13：00

1971年、ニューヨーク。アメリカを代表する写真家ながら、酒に溺れ、荒んだ生活を
送っていたユージン・スミスのもとに、情熱的な日本人通訳者アイリーンが訪れる。
水俣病で苦しむ人々を撮影してほしいというのだ。説得に応じ、水俣に足を踏み入
れたユージン。現地で目にしたのは厳しい現実だった。偏見に晒された患者、力で
押さえつける工場、分断。 水俣病と共に生きる人々に向き合ったユージンとアイリ
ーンの姿を、俳優ジョニー・デップがプロデューサーを引き受け映画化した。

（2020年／アメリカ／115分）
映画「MINAMATA―ミナマタ―」

©2020 MINAMATA FILM LLC ©Larry Horricks

フクシマを考えるフォーラム2023

―――――――　会　場　―――――――
市川市文学ミュージアム
グリーンスタジオ（市川市鬼高1-1-4） 午後の部のみオンライン配信

抽 

選
定員
130人

オンライン（Zoomウェビナー）申
込
制

定員
100人

―――――　開　催　日　時　―――――

参加費
無料 2023年2 月 日 [土]11:00-17:0018

今も苦しむ人たち
水俣と福島から考える
福島原発事故からまもなく12年―。昨年1月、原発事故後、甲状腺がんとなった

福島県内の男女7人が、自分の病気は放射線による被曝の影響であるとして、

東京電力を訴える裁判を起こしました。立ち上がったのは事故当時16歳から6歳の子どもです。

しかし、政府や福島県は、原発事故による健康被害を認めていません。

声を上げた原告も交え、ともに考えます。

福島原発事故をめぐり何が起きているのか？水俣と共通する、被害者を沈黙させる構造とは？

《休憩》 13：00-14:00

活動報告

パネルディスカッション

市川会場のみ

市川会場・オンライン



お申込み方法

●お申し込み後、数日以内に確認メールが届かない場合は、メールアドレスの間違いなどからお申し込みが届いていない
可能性があります。お手数ですが再度お申し込みください。 ●締め切り後、抽選結果をお送りします。

主に千葉県東葛地域に住む市民のグループです。東海第二原発再稼働の危機感が深まる中、2018年
末より特に同原発問題に集中して取り組んでいます。東葛 6 市と原発事故時の避難先の立場としての
議論を重ねると同時に、2021年からは“東海第二原発いらない！首都圏ネットワーク”に参加し、茨城、
千葉、東京をはじめとした都県の市民団体と共に、同原発再稼働の問題を訴えています。

エナガの会

❶氏名※　❷メールアドレス※　❸電話番号（メールが届かなかった場合ご連絡いたします）
❹事前質問(当日はチャットにて質問可能です)
コロナの影響により、参加制限や開催中止等の措置をとる場合もございます。ご了承ください。
午後の部のみオンライン配信します。映画をご希望の場合は会場にお申し込みください。お申し込みの※は必須項目です。

午前：映画上映
午後：講演会

午前：配信はありません
午後：講演会

会
　
場

オ
ン
ラ
イ
ン

井戸 謙一
裁判長として、住民基本台帳ネットワークシステム差止等請求事件や、志賀原子力発電所2号
原子炉運転差止請求事件の判決に関与。 2011年に退官後、滋賀県彦根市で弁護士事務所
を開業。福島原発事故に関する訴訟や、原発差し止め訴訟などに取り組む。2020年3月には
「湖東記念病院事件」で服役を終えていた西山美香さんの再審事件で無罪判決を勝ち取る。

アイリーン・美緒子・スミス
日本の写真家、通訳者、環境ジャーナリスト。環境市民団体グリーン・アクション代表。元夫
で写真家のユージン・スミスと水俣で 3 年間生活をしながら水俣病の被害を撮影。現在、
脱原発問題に取り組んでいる。

エナガの会／甲状腺検診ちばの会／脱原発市川市民の会/自給エネルギーの会
千葉県放射性廃棄物を考える住民連絡会／ちば市民放射能測定室「しらベル」
なのはな生協／生活クラブ生活協同組合（千葉）／生活協同組合パルシステム千葉

主催：フクシマを考えるフォーラム2023実行委員会
NPO支援センターちば
TEL：04-7197-3040

事 務 局

［　　］締 切
2/3 金 ［ 　　］締 切

2/10 金

311子ども甲状腺がん裁判の原告
2022年1月、原発事故後、甲状腺がんとなった福島県内の男女7人が、自分の病気は放
射線による被曝の影響であるとして、東京電力を訴える裁判を起こしました。立ち上がっ
たのは事故当時16歳から6歳の若者たちです。声を上げた原告が想いを語ります。

活動報告団体紹介

登壇者プロフィール


